
1. 職種
24 件の回答

2. 所属
24 件の回答

令和3年度看護師職能委員会 看護師職能
Ⅱ交流会アンケート
24 件の回答

保健師
助産師
看護師
准看護師

12.5%

83.3%

病院
診療所
保健所
学校
⽼健施設
特別養護⽼⼈ホーム
訪問看護ステーション
看護協会

1/2

8.3%
16.7%

54.2%

https://docs.google.com/forms/d/1OJqMwAA5Opg_Ii6WL1x5fIlEWZP1NIP_rqd4VYhYj-s/edit?usp=redirect_edit_m2#start=publishanalytics


3.年代
24 件の回答

4. 受講の動機
24 件の回答

5. 「看護師職能委員会活動報告」について
24 件の回答

20代
30代
40代
50代
60代以上

8.3%

25%

58.3%

テーマ
講師
職場のすすめ
職能委員

12.5%

75%

理解できた
どちらでもない
理解できなかった

8.3%

91.7%



6. 研修内容について 6-1 保健所からの報告について
24 件の回答

6-2 保健所からの報告について、今後現場での看護業務に役⽴つ内容でした
か
24 件の回答

6-3 AWAナースからの報告について
24 件の回答

理解できた
どちらでもない
理解できなかった

100%

はい
どちらともいえない
いいえ

100%

理解できた
どちらでもない
理解できなかった

100%



6-4 AWAナースからの報告について、今後現場での看護業務に役⽴つ内容
でしたか

24 件の回答

6-5 訪問看護ステーションからの報告について
24 件の回答

6-6 訪問看護ステーションからの報告について、今後現場での看護業務に役
⽴つ内容でしたか
24 件の回答

はい
どちらともいえない
いいえ

91.7%

理解できた
どちらでもない
理解できなかった

100%

はい
どちらともいえない
いいえ

95.8%



６-７研修についての意見・感想 

・タイトルの通りだと痛感した 

・とても良かった。看看連携していきたい。 

・良いことも悪いことも現場の生の意見を聞くことができ、勉強になった。 

・新型コロナウイルス蔓延に伴う現場の問題点や課題がよく理解できた。 

・コロナ禍での対応について現場の状況を知ることができ、看護職として協力してい

こうと改めて思った。現状を知ることができ、自分の立場で何ができるか考える機

会となった。 

・コロナとの闘いは、自施設だけではないと改めて気づいた。家庭でできる新型コロ

ナ対策の動画があることも知り、さっそく部署で共有したいと思う。 

・様々な立場で看護職が役割を果たしておられることがよくわかった。 

・どのように大変であるのか現状を知ることができ、自分たちの業務や生活と結びつ

けて考えることができた。そのような状況の中でどのように対応しているかなどの

意見を聞くことができ、参考になった。ありがとうございました。 

・それぞれ違う所属のところで苦労、工夫されている話しに感銘を受けた。自施設は

病院だが、先生方のご講演でいろいろあっても感じることは根っこの部分では同じ

だと思うこともあり、看護師ってすごいと思った。参加できて良かった。 

・コロナウイルス感染症対策の最前線で対応いただき、感謝と敬意を表するとともに、

同じ看護職としてできることに邁進していきたいと思う。 

６-８今後受けたい研修、職能委員会に対するご要望等 

・with コロナの時代到来において、工夫しなければいけない生活様式や職場環境に

ついて 

・訪問看護支援センターとして、地域包括ケアシステム推進や地域包括 BCP に向け

て、職能委員会と連携していきたい。 

・BCP について（２名） 




